
第
86
回
地
方
本
部
大
会
は
、

片
岡
副
委
員
長
の
司
会
で
は
じ

ま
り
、
代
議
員
12
名
中
11
名
の

出
席
で
大
会
が
成
立
し
、
議
長

に
は
三
宅
代
議
員
（
岡
山
連
合
）

が
選
出
さ
れ
た
。

小
林
地
本
委
員
長
の
あ
い
さ

つ
で
始
ま
り
、
来
賓
あ
い
さ
つ

で
は
、
県
労
会
議
山
本
議
長
が

幹
事
会
の
報
告
・
政
治
問
題
等

を
話
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
西
日

本
本
部
大
北
書
記
長
は
、
全
国

大
会
・
西
日
本
大
会
の
報
告
、

組
織
拡
大
、
ロ
ー
カ
ル
線
問
題

等
の
情
勢
を
話
さ
れ
た
。

議
題
に
入
り
一
年
間
の
経
過

報
告
を
片
岡
副
委
員
長
が
報
告

し
、
組
織
検
討
委
員
会
答
申
、

24
年
度
運
動
方
針
（
案
）
を
青

山
書
記
長
が
提
案
し
た
。

方
針
案
の
討
論
は
、
６
名
の

代
議
員
が
発
言
し
、
職
場
問
題
、

春
闘
、
組
織
拡
大
、
ロ
ー
カ
ル

線
問
題
等
の
発
言
が
あ
っ
た
。

書
記
長
集
約
で
は
ロ
ー
カ
ル

線
を
守
る
闘
い
、
駅
の
無
人
化

反
対
、
25
春
闘
、
組
織
強
化
・

拡
大
等
を
集
約
と
し
、
採
択
さ

れ
た
。

そ
し
て
、
決
算
・
予
算
の
提

案
が
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。

役
員
改
選
で
は
無
投
票
当
選

を
確
認
し
、
そ
の
後
、
「
大
会

宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
。
最
後

に
小
林
新
委
員
長
の
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
を
行
っ
た
。
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利
用
者
の
安
全
と
移
動
の
自
由
を
守
る
闘
い
を

第
86
回
定
期
地
方
本
部
大
会

地
方
本
部
運
動
を
前
に
進
め
て
い
こ
う
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国
労
岡
山
地
方
本
部
は
、
９
月
14
日
に
「
り
ぶ
ら
」
に
お
い
て
、
第
86
回
定
期
地
方
本
部
大
会
を
開
催

し
、
一
年
間
の
闘
い
の
総
括
を
行
い
、
Ｊ
Ｒ
の
安
全
確
保
、
労
働
条
件
改
善
、
組
織
強
化
・
拡
大
、
25
春

闘
、
ロ
ー
カ
ル
線
廃
止
反
対
、
平
和
を
守
る
闘
い
等
こ
の
一
年
間
の
具
体
的
方
針
を
確
立
し
た
。
そ
し
て
、

組
織
の
強
化
・
拡
大
に
向
け
て
奮
闘
す
る
こ
と
を
誓
い
合
っ
た
。

２０２４年度 新執行部
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書 記 長 青 山 准 三 企画・総務・財政部長
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安
全
・
公
共
交
通
を

守
る
課
題

大
幅
な
組
織
の
統
廃
合
に

よ
る
要
員
削
減
、
駅
の
無
人

化
、
列
車
減
便
な
ど
が
矢
継

ぎ
早
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
新
た
に
北
長
瀬
・

大
元
駅
の
窓
口
閉
鎖
を
行
う

と
し
て
い
ま
す
。
岡
山
支
社

管
内
で
窓
口
を
明
け
て
い
る

駅
は
わ
ず
か
６
駅
に
な
っ
た
。

利
益
だ
け
を
重
視
し
た
施
策

は
利
用
者
の
安
全
や
利
便
性

を
軽
視
す
る
も
の
で
あ
り
、

公
共
交
通
を
担
う
と
い
う
姿

勢
は
あ
り
ま
せ
ん
。

引
き
続
き
安
全
・
安
心
し

て
利
用
で
き
る
鉄
道
の
確
立

に
向
け
て
奮
闘
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

鉄
路
を
守
る
闘
い

芸
備
線
の
「
再
構
築
協
議

会
」
が
設
置
さ
れ
た
。
国
主

導
に
よ
る
廃
止
を
も
視
野
に

入
れ
た
動
き
に
な
っ
て
い
る
。

一
度
失
わ
れ
た
鉄
路
は
復

活
さ
せ
る
こ
と
は
不
可
能
で

す
。
こ
の
闘
い
を
全
国
統
一

闘
争
と
明
確
に
位
置
付
け
た

具
体
的
な
闘
い
を
強
く
求
め

る
。地

本
と
し
て
も
、
現
状
の

中
で
で
き
る
事
を
奮
闘
し
て

い
き
た
い
。

組
織
強
化
・
拡
大

こ
れ
ま
で
培
っ
た
国
労
運

動
を
継
承
し
次
世
代
に
そ
の

運
動
と
組
織
を
残
し
て
残
し

て
い
く
た
め
に
奮
闘
し
て
い

き
た
い
。
同
時
に
組
織
を
増

や
さ
な
け
れ
ば
運
動
が
継
承

さ
れ
ま
せ
ん
。
改
め
て
「
動

き
な
く
し
て
拡
大
な
し
」
を

全
体
の
も
の
と
し
て
、
継
続

し
て
や
っ
て
い
く
中
で
、
信

頼
関
係
を
形
成
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

地
方
本
部
と
し
て
も
「
み

な
さ
ん
と
と
も
に
考
え
な
が

ら
地
方
本
部
運
動
を
前
に
進

め
て
い
く
」
そ
し
て
、
少
数

で
も
「
動
い
て
声
を
上
げ
て

い
く
」
を
確
認
し
て
、
と
も

に
頑
張
ろ
う
。

小
林
地
本
委
員
長
あ
い
さ
つ

今大会で退任

片岡副委員長・亀高執行

委員 お疲れさまでした

議長 三宅代議員


